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対象分野 農業、小売 

実施地域 宮城県東松島市浜市沖 

事業概要 定置網漁において海洋ビッグデータを活用することで、新しい効率的漁業モデルを実証する。 
①漁獲モデル：データに裏付けされた効率的な漁業と、獲りたい魚を獲る漁業を実現する。 

②小売モデル：首都圏の個人飲食店を含む小規模飲食店が漁業者に直接、先行予約する新しい
海産物産地直送モデルを構築する。 

実証期間終
了後の予定 

継続的にデータを取得したい。漁業者にとって非常に大きなメリットをもたらすもので、
社会実装する際のランニング費用は利用者が負担するモデルでの商品化を目指す。 

スマートブイ スマートブイ開発 
【効果】 
 ・漁場の感覚・暗黙知をデータ化 
 ・定量的な経営判断 
【課題】  
 ・省電力でセンシング可能なブイの開発 
  

漁獲モデル検証 
【効果】 
 ・データに基づいた合理的な漁業運営 
【課題】 
 ・精度の高い海洋ビッグデータ解析 

小売モデル検証 
【効果】 
 ・（収穫前にも）海の産地直送モデル構築 
【課題】 
 ・精度の高い海洋ビッグデータ解析 
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